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橋爪大三郎教授 1 過去・現在・未来を自由に行き来できる理論社会
学

橋爪大三郎の3冊

O クロード・レヴィ=ストロース『親族の基本構造』

O ルートヴィヒ・ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』

O 山本七平『現人神の創作者たち』

私が社会学に出会ったのは高校時代でした。進路を考え

るために、図書館の本棚にある本を片っ端から読んで、社

会学の棚の本を見たらわかりやすい。これなら自分にもで

きそうだなと思った。自の前にある社会が研究対象になっ

ている。それまで社会をそのまま研究対象にしてもいいと

は思っていなかったのです。理工系の学聞は向いていない

と思ったし、経済学も政治学も特殊すぎて、興味がわかな

かった。社会学の存在を知って、雲が晴れていくような開放

感を感じました。そこでさっそく、『講座社会学』全10巻(東京大学出版会)を入手して、全巻読

みました。

ところが、大学に入ってみたら社会学がつまらなかった。大きく学ぶはずの大学で、小さく学ん

でいた。専門がなんの役に立つのか、どういう文脈があるのかという疑問を痛切に感じた。ま

た、実証的な社会学は、今ある社会しか調べることができないという点で不満を感じました。なく

なってしまった社会は調査できない。でも、理論社会学は、可能なあらゆる世界、過去・現在・未

来についてのあらゆる世界について考えることができる。自分は大きく学ぶ理論社会学をやって

みようと考えたのです。

17歳からレヴィ=ストロースの構造主義に出会うころまで、私は権力に反対しようとしていまし

た。でも社会には権力はある。否定すべきものを説明の対象にするのは、なかなか難しい。疎

外論になる。マルクスもフロイドもラカンもフーコーも、現代社会は間違っていると、現代社会の

中で主張するのです。現代思想、の矛盾がここにあって、消費社会に生きる者の罪責感の上に成

り立っているのではないかと感じました。権力が悪であるというのは、そういう罪責感のシンボル

みたいなもの。これにはまってしまったら社会科学はできないのではないか。そこで80年代に入

って、断固権力の存在を肯定してみようと考え、今に至っているのです。権力は悪であると、いく

ら書いても自分のためにしかならない、人を伝わる言葉が出てこない。読者に理解可能な学問

を生み出すためには、この問題を避けて通れないと思った。書きながら、自分の考えを整理して

いった。それに随分時聞がかかってしまったようlこ思います。

-橋爪大三郎研究室

Posted by valdes on April 24， 2006 
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橋爪大三郎教授 2 構造主義に出会うまで

私の大学時代は、ベトナム戦争があって学生運動が盛んでした。

その学生運動を支えていたのが、マルクス主義。高校のときに大学

では社会学をやりたいと友人に言ったら、お前とは絶交だと言われ

た。レーニンが、社会学はブルジョワ科学だと言ったので、マルクス

主義は社会学を認めないのです。

大学に入ってからは、マルクス主義の本を沢山読みました。非常に

面白かった。マルクス主義は、日本で「創造的に発展」していて、吉

本隆明さんとか、宇野弘蔵さん、黒田寛ーさん、田中吉六さん、三浦

つとむさん、羽仁五郎さんなど、多くのすぐれた人たちがいた。なぜ

日本で独自に発展したのかは、興味深い問題です。もともと江戸の

ー知識人は下級武士や食い詰めた商人で、体制lから疎外された人ぴ

とが儒学を勉強していた。知識人は、長屋の片隅で大根のしっぽをかじりながら寺子屋なんか

をやって糊口をしのぐ、というのが日本の伝統だった。体制派では学聞はできないというのが、

マルクス主義、社会主義と似ていたのかもしれない。ソ連や中国は成功したマルクス主義なの

で、体制派で、現実と妥協しているのです。政権を担当するのですから当然でしょう。日本では

食い詰めた人びとが夢を循いたのですから、創造的発展になった。

日本のマルクス主義の著作には、ふつうのマルクス主義ではない

ことがいっぱい書いてありましたが、それでもマルクス主義。どれが

正しいかで悩む。当時は、今日デモに行くかどうか、友達と論争にな

ったら何と言うか、毎日自分なりの判断をしなければならない時代で

した。行動する知識人になろうとすると、アカデミズムもまったく役に

立たない。このまま現実と折り合わず、現実が間違っているとして生

きていくのなら、赤軍派になるしかない。これはいくらなんでも、ちょっ

とおかしいぞ、と思っていたときに出会ったのが、レヴィ=ストロース

だったのです。

最初に読んだのは『構造人類学』の英語版。レヴィ=ストロースは

マルクス主義をくぐって来た人で、マルクス主義とはまるで異なる考

え方をしている。しかも、転向とは違って、マルクス主義を越えてつぎの地平を切りひらいたのだ

と思う。構造主義という新天地に、私は大変な開放感を感じました。これまで考えたことのないよ

うな発想で出来ている本で、実に新鮮だった。そこで、修士論文の研究テーマを、レヴィ=ストロ

ースの主著、『親族の基本権造』に決めたのです。で、どんなことがわかったかと言うと、それは

私の『はじめての構造主義J](1988年講談社現代新書)に書いてあります。

|Claude L6vi引 rauss，Les strucωres elementaires de句 parente，1949， PU 

F. 

クロード・レヴィ=ストロース馬湖東一・田島節夫監訳『親族の基本構造~ 1977年上・

下番町書房(現在入手可能なものは、福井和美訳『親族の基本構造~ 2000年 青弓

社平14，700)
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橋爪大三郎教授

http:/ Iwww.valdes.titech.acjp/mt/2006/04/27-145447.php 

3 世界を言葉で記述する

騒麓総議萄

遺言訟指

大学院の入試に、ドイツ語と英語がありま

した。それをいっぺんに勉強できてちょうどよ

かったのが、『論理留学論考』です。これは、

英独対訳になっている。独文科を受験する

友人と、一緒に読みました。毎回担当を決め

て、喫茶后で半日ねばって、一年かけて読

みました。 5時間かけて10行しか進まない、

なんていう日もあった。こういう本は、読むの

に時間がかかるのです。へーゲルもそうです

が、コツが掴めるまで時間がかかる。

『論理哲学論考』は、世界をこの本一冊に
閉じ込めてしまおうというヴィトゲンシユタインの野望の産物です。この点は、へーゲルやマルク

スにも通じます。彼らは、メビウスの請のように、螺綻状にさまざまな要素を配置していって、世

界が複雑に生成するその動きを提えようとする。いっぽうヴィトゲンシユタインは端的に、世界に

生じていることを残らず記述しようとする。それを読むと、「世界はこうです」と緒的に言い切って

いるこの人はいったいどこにいるのか、という疑問が浮かびます。私の答えは、「この本の外に

いるん本には「ひとりしかいないので独我論ですJと書いである。それを読む私は、自動的にヴ

イトゲ、ンシュタインになってしまう。彼と同じ場所に立って、なるほどここに世界がある、と思う。け

れど、それを認識している私だけは、その世界の中にいない。これにはちょっと、精神的な危険
を感じるでしょう?

当時の私は、たった一人のための世界の話だから、これは社会学には絶対ならないと思って、

それ以上ヴィトゲンシュタインの仕事を掘り下げなかった。しかし晩年のヴィトゲンシュタインは、

『論理留学論考』の立場を鎗てて、「言語ゲームJ(languagegame)という、人聞が大勢存在

する話に取り組むのです。あとでそれに気がついて、それなら社会学に使えると思いました。

Ludwig Wittgenstein， Tractatus logico・philosophicus，1921. 
J レートヴィヒ・ウィトゲンシュタイン野矢茂樹訳『論理哲学論考~ 2003年岩波文庫

￥735 (他にも数種邦訳がある)

Posted by valdes on April 27， 2006 
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橋爪大三郎教授 4 問題を個別に、初心に立ち返って、解決すること

権力の存在を肯定してみようと考えたのは、この世の中には、存在

してはいけないものは存在していないはずで、存在しているからに

は、何か理由があると思うようになったからです。それでも、現実の

社会には、まずいことがいろいろ起こっている。戦争とか経済問題と

か環境問題とか…。そういう問題を解決する場合l二、ポーカーの全

とっかえみたいに、この社会を丸ごと変えてしまうことはできない。そ

ういう革命みたいなやり方ではなく、カードを1枚ずつ、変えていく。プ

ラグマチックに、実践的に、功利主義的に、大勢の人びとの同意をえ

ながら解決していくほうが無理がない、と思えるのです。全とっかえ

は、相当数の人びとがそれまでの積み重ねてきた人生を失ってしま

うということ。そういうやり方に人びとが支持を与えるのは、人びとが
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本当に絶望したときしかない。産業社会は、科学技術によって生産力を高め、資本を蓄積して、

人びとが幸せを追求する可能性も広がる社会であるはず。産業社会を否定しても、どうしようも

ない。それより、初心に立ち返って、問題を個別に解決するのが、社会科学の役割ではないか。

そういう言葉が手に入る気がしたのです。

こういう見方をすると、リベラリズムや近代主義はよくできていると思います。ホップ.ズ、ロック、

ルソーらは、みんな本気で自分の言葉で話していて、それで社会が形づくられ、近代が出来あ

カfっTニ。

ここで問題は、日本という存在です。ヨーロツI~近代と筏触した日本は、人まね小猿みたいに、

そういう土壊がないところに、いきなり近代の制度だけつくってしまった。「ドリトル先生の郵便

局Jというのがありますが、しくみがわかつてないのに、いきなりポストをつくって手紙を入れてし

まったようなもの。それでも、鉄道や運輸や工業など、技術と資本と訓練で解決できるものは比

較的うまくいきました。一番弱いのはソフトウエアの部分。宗教、哲学、思想、芸術などが絡んだ

問題では、ギャップが大きすぎて空回りしている場合が多い。その隙間を、土着のもので埋めま

した。その典型が天皇制です。そうやって、なんとか近代の制度を回して行った。日本では、前

近代と近代が一緒に組み合わさって動いています。こういう不思議な仕組みは、あまり見られな

い。これを解明することは日本社会を解明すること、すなわち、日本の社会科学者の大事な課

題だと思います。

山本七平さんのこの本は、山崎間斎を中心としたグループが、天皇が神であるというアイデア

をどのように思いつき、江戸幕府よりも天皇が日本社会の正統性の規準になることを論証して

行ったかを考察した本です。山崎閤斎は.{，曽侶から儒者となり、最後には神道を創始した特異な

人物です。その学統は、明治維新の源流となった。山本七平さんはアカデミズムの学者ではな

いけれども、本質的ないい仕事をされている。せっかく近代の価値観や思考方法を学ぶのであ

れば、日本社会が抱えている問題も根本から考えてみて欲しいと思います。

山本七平『現人神の創作者たち』文義春秋社平1，800

Posted by valdes on April 28， 2006 



c pく 〉 「 O m ω 一 蕗 己 升 川 岳 薄 荷 u
1
 

白 3 0 「 〈 〈 O 「且

《 い 印 4 1 0 〈 》 「 U m ω

刷 州 出 川 H 抽 岬 u n 山 W 洋 ゆ 脳 H H W 間 帯 叫 刊 求 白 雨 V U F A 市 ト 佃 判 何 河 川 功 口 、

プ Z U 一 ¥ ¥ 主 主 主 ・ 〈 白 一 門 比 四 回 ・巴 け 0 0 7 ・ 曲 。 」 ℃ ¥ ヨ け ¥ N o o m ¥ O h p ¥ M ∞1 0 白 h H O N ω - U
プ U

一 時 諸 国 耐 久 Y Rい |

部 『 『 戸 外 川 岳 蝉 渇 υ
1
 

ω 『 同 ゆ 「 去 、 。 「 丘
「 ， M m ' 菰 ヨ 冷 同 一 件 「 4 P 滋 - 」 二 、 で ご 「 」 什 τ ψ れ 什 州 議

仲 畑 仙 台 A 川 「 J M m 斗 。 川 別 簿 芹 ゆ 品 川 一 H 1 U 「 〆 パ S S M 同 州 州 市 戸

か n t A M ' 『 洲 一 附 ・ 4 d 州 。 一 賄 側 ・ 泌 糊 』 ( 時 制 湘 ) 什 「 ' J 凶 弾

叫 叩 帥 十 回 「 パ 「 〆 川 両 4 . 0 訓 川 簿 印 片 側 叫 叩 お A h b ， J u - T H 囚 且 n S F

柑 片 品 叩 ' 四 時 円 S - H 満 州 問 4 ・ M 舛 ゃ ・ q 斗 。 刑 来 日 目 内 川 別 様 叫 叩 品 川

嘉 「 ， 「 t F H F 口 」 時 4 f m 玲 S n t 一 H 時 計 守 什 会 終 3 m禽 叫 叩

4 仲 間 J U - ↓向 V 汁 $ 一 H 代 ψ 「 汁 A V 「 d 「 ， b f 什 「 ふ れ 什 品 叩 叫 叫

川 内 A 川 「 〆 ん 伊 占 叩 J U ・ q 4 ・ 。 占 叩 合 一 H 一 行 期 滞 附 以 内 H S b A 七 七 作

τ ψ れ 什 d ' ヨ 叫 昨 蹴 出 川 S 泌 S 踏 む 代 的 設 計 司 川 市 守 口 訪

忍 「 〆 「 ペ ' 一 糊 M 門 附 診 や 代 一 H 「 穏 制 河 品 叩 1 U 一 斗 パ ' 対 話 」 吋

討 お 叫 叩 攻 守 d A H F 、 』 仰 い l H U 内 d 鳩 山 v d 汁 ψ 一 H 議 持 併 戸 パ τ 叫 川 4 J ゆ 円 ψ 川 加 担 誠 一

U 庁 怜 d S 翠 「 「 d け W D U H A M - ' 作 「 パ 一 件 ' 「 時 羽 川 田 泊 A H Y W l 」 ( n m Z R E 「 g m ω E α く 0 『 〈 〈 0 1

a n z = 一 N 印 2 0 コ 帥 ) 3 M m M H 一 H 初 沿 仙 台 パ 「 〆 川 両 4 J h H 斗 H a ' 主 特 得 議 斤 一対 R ・ 則 論 S U J U 斗 内 ぐ l v u

v 州 国 部 「 洲 H U 庁 な 蛍 t r H A h 山 m H ロ q u 山 市 { 帥 S R W 什 狩 か 汁 S S H W 困 d A 寸 。 〉 は 円 山 将 一 掃 作 …州 議 体 一 刻 一 H h

i u パ 議 詩 併 合 ' 凶 河 川 昨 日 〉 は 門 A W 一 混 S 川 市 川 町 川 河 A H M 誠 爾 ' は 川 ' V Y 斗 内 作 h d h b ' 脚 誠 U 溺 胤 肝 A h 代 品 叩 品 川 園 併 合

川 両 斗 。 口 〈 四 一 一 N 印 門 百 コ ω 3 ..
 

帥
. .  

q v 苦 吟 浅 凶 岬 糊 ・ 4 ' W + 柳 川 h u 円 温 ' M 円 R m 罰 羽 S A m E S 苓 笛 旬 市 川 叩 四 回

P L ネ 「 パ ' E E 一 い 枠 λ が ぶ 制 品 叩 前 菜 4 ・ 創 作 「 ， ψ け 『 J w v d 4 J u n A m 什 戸 、 パ u h t ・ 町 l u m 隊 か れ ~ H ' U 庁 E E

S 出 羽 S 〉 一 H 砂 地 州 パ 伊 伊 仰 が の 汁 ψ 計 三 侍 源 的 掛 町 間 ' 時 降 毎 一 H 蛮 骨 片 併 合 t v H u n 特 3 一 附 g d 叩 田 市 町 「 パ 「 d 叫川

斗 。
く 》 「 O m ω 一 H i u 七 パ ' 菰 ヨ 滞 情 一 外 開 昨 日 昨 品 叩 副 何 回 陶 斗 刷 〉 一 H ゆ i u 什 滑 パ 同 庁 「 七 作 一 樹 i u パ 「 〆 叫 川 4 J 湖 一 件 ' 田

耕 S - 窓 側 U 庁 間 百 円 h ん 伊 〉 主 品 叩 凶 附 E 4 ・ ん 伊 什 τ ψ 『 味 、 「 ーは 凶 Y H U A く 》 「 O m ω M 同 M H Z M U ， A V 』 引 か s d 叫 ， e 山 叩 陥 判 '

U 同 凶 附 { 立 防 寸 思 議 階 A 川 町 線 州 問 叫 叩 叫 ん 伊 議 昨 日 U A 恥 引 y h ' 「 品 川 沿 一 件 m一 斗 パ A h τ 一 斗 代 ' 道 丹 除 去 悩 J U 」 作 一 明 - い 汁 A 叩

ψ d 斗 。 『 世 間 川 V M U A E $ 3 洲 口 調 耐 一 斗 パ τ か 耐 問 問 炉 、 千 M U 内 向 ざ d パ 叫 明 汁 。 同 片 山 砂 川 洲 一 件 ' 悩 山 市 一 円 民 パ 路 湖 「

パ A V 川 v i u パ ' 掛 商 品 叫 S 凶 内 苓 市 山 剛 一 斗 パ ' 守 リ 什 汗 時 計 三 片 側 H U A ・ 4 怖 が 。 浮 い 砂 川 河 一 行 岨 刷 機 川 河 d 渉 「 」 尚 総

則 判 。 回 ゆ 咋 門 ヤ 什 F L ・ d 一 件 阿 片 山 砂 一 件 A 川 時 計 h 「 J ψ 合 c d 叩 尚 れ 「 汁 崎 将 一 同 時 前 打 「 パ ' 渦 一 誠 一 H 司 法 ， d 叩 刷 阿 川 パ τ

〈 れ 什 一 致 問 片 山 昨 武 一 斗 含 代 A V ' 市 合 一 特 例 掴 「 狩 - 斗 合 一 % 諮 叫 4 d 附 A H 「 J 姉 畑 山 知 M m 什 一 件 A 叩 J U 「 ふ 鏑 S 一 件 叫 "

は @ 削 刊 行 混 一 斗 ん 伊 袖 門 繭 E E帥 S 伊 か 〉 一 H く 》 「 O m ω 一 H 出 荷 パ 開 片 「 「 J く 》 「 O m ω 伊 d 寸 法 4 H 川 ・ に 寸 S 、 A U

山 u q J w d v 一 九 品 叩 同 州 沖 一 溺 一 H 泌 す 「 パ ' は 円 時 計 h 『 時 制 品 叩 斗 ん 伊 〉 文 時 職 ペ パ 七 時 汁 七 」 什 「 ， h u 溶 「 4 ・ に 叶 l

u 品 叩 刷 出 除 一 口 湖 時 叫 川 「 汁 @ ( 君 主 - M 門 ・ M 判 制 U け 砂 川 酬 明 』 円 。 盗 )

部 コ H U 円 川 冊 百 聞 相 川 河 川 川

唱 。 凶 E m a c J 『〈 ω 一 円 】 命 的 ロ コ h y 百 三 一 M 白 ・ M O D m

r-ρ キ グ パ ソ

『
樹
が
陣
営

3
U

20
06
.J
ul
y 
p
1
9
4

・
2
0
1

編
集

工
房

樹
が

陣
営

2
0
0
6
.7
.3
0
発

行 [ 本 を 読 む 〕

橋 爪 大 三 郎 著

『 隣 り の チ ャ イ ナ 』 ( 夏 白 書 房 )

序
中 国 に 長 ら く コ ミ ジ ト し て き た 著 者 が 、 当 地

の 知 滅 人 と の 魯 一 官 固 な 対 話 を 交 え 、 且 岨 良 の 入 門

答 品ゼ 書 い た 。 そ れ が 本 書 で あ る 。

本 書 は 、 著 者 単 狼 の 論 文 と 、 対 談 集 と が 、 ほ

ぽ 交 互 に 配 列 さ れ る 偶 成 を 取 っ て い る 。 そ れ ら

が 善 か れ た 時 期 は . 芸 五 告 と 中 国 と の 関 わ り の

長 さ を 反 映 す る よ う に 、 お お よ そ 九 0 年 代 以

後 の 全 開 い わ た る 。

こ う し た 偶 成 の 本 書 は ‘ 単 一 の 論 恒 子 乞 追 求 す

る も の で は な い ・ 書 評 す る た め に は 性 市 点 を 抽 出

せ ね ば な ら ず 、 そ こ に は 評 者 の 恋 意 が 関 わ っ て

こ ざ る を 得 な い ・ 編 集 部 か ら は 「 書 評 の 形 に と

ら わ れ ず 、 自 由 に 論 じ て 良 い 」 と 伝 え ら れ て い

る が 、 そ の 言 掌 ヒ 甘 え る こ と と す る .

私 が 見 る 所 、 本 舎 を 貧 く 問 題 関 心 は 、 中 国 に

お け る 「 運 動 」 ・ 『 改 革 」 ・ 「 裕 差 」 で あ る 。 こ れ ら

の 問 題 点 は 、 現 在 の 日 本 で も 多 く 論 じ ら れ て い

こ う し た 経 緯 は 、 邸 小 平 が 推 進 し た 改 革 開 放

以 後 、 変 化 を 見 せ る ・ 中 国 は ‘ 社 会 主 義 市 湯 経

粛 と い う 、 前 例 の な い 体 制 を し く こ と と な っ た ・

市 場 経 事 と 一 党 独 裁 政 治 の 組 み 合 ・ ・ わ せ は 、 フ ァ

シ ズ ム に も な り 得 る が 、 現 在 の 中 国 は む し ろ 開

発 独 該 国 家 の 一 種 と さ れ る ・

私 も 、 鄭 小 平 体 制 以 後 の 中 国 は 、 開 発 独 裁 ・

あ る い は よ り 一 般 的 に 「 開 発 主 義 』 国 家 在 し て

解 釈 で き る と 恩 う ・ 日 中 の 差 異 と 共 通 点 の 両

義 性 を 考 え る 時 、 こ の 視 点 は 緩 め て 重 要 だ と

私 は 考 え て い る が 、 そ れ つ い て は 本 務 の 末 尾 で

ま た 触 れ る こ と と す る 。 い ず れ に せ よ 、 現 代 中

国 の 課 題 は 、 こ の 「 開 発 主 義 体 制 」 が 、 グ ロ ー バ ル

化 の 進 展 の 中 で 蒙 ら ざ る を 得 な い 変 化 に 関 わ

る の で あ り 、 そ れ が 「 運 動 」 お よ び 「 改 革 」 と い う

論 点 へ と つ な が っ て い く ・

2 ・ 運 動

「 運 動 」 は 、 「 改 革 」 の 前 史 と も 言 う べ き 位 置 付

け で あ る 。 全 共 闘 運 動 と 関 わ り の 深 い 世 代 に

属 す る 善 右 は 、 同 時 代 の 文 化 大 革 命 と 、 日 本 の

運 動 止 を 比 較 し た 論 考 「 紅 衛 兵 と 全 共 関 」 ( 一

九 九 六 ) を 本 書 に 収 録 し て い る 。 二 つ の 運 動 は 、

当 然 主 ち た く 異 な っ た 背 景 を 持 つ も の で あ る が .

あ え て 共 通 点 を 傑 せ ば 、 以 下 の 三 点 で あ る と

似 て 非 な る 国 の 行 方

高 原 基 彰

る も の だ 。 す な わ ち 、 「 全 共 闘 運 動 」 の 問 い 直 し

で あ り 、 「 椛 造 改 革 」 で あ り 、 ま た 「 格 差 の 鉱 大 」

で あ る ・
と こ ろ が 本 書 は 、 「 中 固 と 日 本 は 、 ま る で 似 て

い な ど と い ・ つ 挑 発 的 な 書 き 出 し で 始 ま っ て い る 。

本 竜 か 優 れ た 入 門 書 で あ る の は 、 通 俗 的 な 比

絞 論 に 陥 ら ず . あ く ま で 中 国 に 内 在 す る 形 で 、

現 代 的 な 課 題 を 考 え る た め の 題 材 を 提 供 し て

い る か ら で あ る ・ ま ず は 著 者 の 論 点 を 、 上 の 三

つ の 論 点 す べ て に 通 底 す る 「 文 化 ( 的 な 差 異 ご

と い う 点 を 加 え 、 概 穣 す る こ と と す る 。

1 文 化

著 者 に よ る 書 き 下 ろ し の 冒 頭 論 文 、 「 チ ャ イ

ナ 原 論 」 で は 、 中 国 の 文 化 的 な 特 徴 が 述 べ ら れ

て い る ・ そ の 論 点 は 、 「 多 係 性 」 お よ び 「 官 僚 制

と 血 縁 集 団 」 と 要 約 で き る よ ・ ヲ に 思 フ 。

ま ず 「 多 様 性 」 に つ い て 言 え ば 、 中 国 は 広 大 な

葦 唱 は 言 - Z

- ) 米 ソ 冷 戦 国 情 迭 の 中 で の 、 ソ 速 の 役 割 に 異 を

唱 え る も の で あ っ た こ と 。

2 ) そ の た め 、 反 米 の 要 素 は 相 対 的 に 弱 か っ た こ

レ ι .
3 } 大 衆 の 叛 乱 に も と づ い て の み 成 り 立 つ 運 動

で あ っ た こ と 。

両 者 に 対 す る 著 者 の 総 括 は 、 以 下 の 一 文 に 集

約 さ れ る 。 「 紅 衛 兵 の 文 化 大 革 命 も 、 日 本 の 新

左 翼 ・ 全 共 闘 も 、 世 界 革 命 の エ ネ ル ギ ー が 冷 戦

の 壁 に 阻 ま れ た 一 時 期 、 そ れ で も な お 純 粋 な

革 命 の 理 今 γ τ 一 国 内 で 追 求 し た 運 動 、 と 理 解

で き る 。 ど ち ら も 非 現 実 的 で 、 革 命 の 条 件 を 欠

い て い た こ と で ‘ 自 嬢 し 、 暴 力 に 明 け 暮 れ る う

ち に 、 人 び と の 信 頼 を 失 っ て い っ た の で あ っ た 」

( 二 九 三 ) .

こ う し た 著 者 の 、 運 動 へ の こ だ わ り と 訴 今 日 り な

い 高 せ に な っ た 視 点 は 、 現 地 の 知 識 人 と の 対 話

に も 現 れ て い る ・ こ の 点 で 重 要 な の は 、 一 九 八

九 年 の 第 二 次 天 安 門 事 件 ( 六 四 事 件 ) で あ る が 、

中 国 国 内 で ま だ こ の 事 件 の 総 指 が 終 わ っ て い な

い こ と も あ り 、 苓 者 の 論 評 も 慎 重 で あ る 。

髭 ( 社 会 事 ) と の 対 談 で は . 海 外 で 塑 坦 さ

れ る 機 会 の 少 な か っ た ・ 運 動 の 内 実 一 の 一 一 聞 が 詳

リ ヲ

国 + ナ ゼ 持 ち 、 自 然 環 療 も 局 所 に よ っ て 多 像 で あ げ 同

り . 民 族 ・ 文 化 集 団 も 多 様 に 存 在 し て い る 。 そ

の 象 徴 が 、 発 音 が 異 な っ て も 読 解 の で き る 、 「 国

際 語 」 と し て の 漢 字 で あ る 。

多 傑 性 に あ ふ れ る 社 会 の 統 治 と し て 、 「 官 僚

制 」 が 発 達 し た ・ 伝 統 的 な 中 国 社 会 の 基 本 構 造

と は 、 頂 点 に 皐 帝 を 頂 く 、 ピ ラ ミ ッ ド 型 の 官 僚

機 略 か あ っ て 、 そ の 裾 野 に 一 定 の 自 律 性 を 持 つ

地 戚 社 会 が 、 そ れ ぞ れ に ぶ ら 下 が っ て い る も の

で あ る 。 統 治 術 と し て の 儒 教 と . 科 挙 に よ る 還

依 機 構 の 愛 情 か . そ の 基 底 と な っ た ・

末 端 に 散 在 す る 地 境 社 会 は 、 父 系 血 縁 集 団

H 「 宗 族 」 を 基 本 単 位 と し て い る ・ 官 僚 制 を し

く 中 央 政 出 京 、 農 民 反 乱 を 契 憾 に 崩 陣 惜 し 、 入

れ 替 っ て き た 中 国 伝 統 社 品 草 、 は ・ 社 会 の 末 端 で

の 血 縁 集 団 の 結 束 が 非 常 に 強 く な っ た ・ そ の た

め 、 中 央 に 堅 固 な 官 僚 制 が 存 在 し つ つ 、 末 綿 組

惜 舶 の 側 も 強 固 に な る と い う 、 一 種 の 両 義 的 な

状 隠 が 世 間 ま れ る こ と に な っ 七 九 、

著 者 に よ れ ば 、 こ う し た 文 化 的 要 因 は 、 中 華

人 民 共 和 国 の 建 国 後 に も 影 響 し て い る 。 特 に 改

革 開 放 ま で の 共 産 党 の 統 一 治 は 、 か つ て の 皇 帝 を

「 党 中 央 」 に 置 き 換 え た 官 僚 機 構 と 、 一 定 の 自

律 性 を 持 つ 自 給 自 足 の 生 産 ・ 社 会 管 理 組 織 H

「 単 位 」 と で 国 軍 c れ た も の と 解 釈 さ れ る 。

し く 語 ら れ る 。 興 味 深 い の は 、 ま 占 運 動 の 内 部

に 「 文 化 」 と の 関 わ り が あ っ た こ と で あ る ・ 孫 に

よ れ ば 、 中 層 、 は 一 九 八 五 年 頃 か ら 「 文 化 然 」

( 文 化 プ ! と が 起 こ っ た 。 こ れ は 討 論 の 自 由 が

充 分 で は な か っ た 当 時 、 文 化 と い う 領 践 で ‘ 思

想 の 解 放 を 試 み た 動 き で も あ っ 九 現 代 芸 術 の

¢ " ' プ

分 野 で も 「 政 治 法 普 」 と い う 動 き が あ り 、 六 四

事 件 に 連 な る 街 頭 抗 議 行 動 に 合 流 し て い っ た の

だ と い う ・ し か し 六 四 事 他 以 後 、 郡 小 平 の 南 巡 講

和 に 端 を 発 す る 改 箪 機 運 の 高 ま り の 中 で 、 文

化 プ l ム は 消 践 し 、 人 々 の 関 心 は 金 儲 け に 、 学

術 界 の 関 心 も 実 務 と 秩 序 形 成 へ 向 い て い っ た

v q 叫 郎 ( 中 国 主 T 者 ) と の 対 談 で は 、 文 章

革 命 理 性 嗣 が 支 配 的 イ デ オ ロ ギ ー と し て の 地 位

を 失 っ た 後 、 統 治 の 合 法 性 を 生 み 出 す た め に

政 健 に 編 み 出 さ れ た の が 『 小 康 」 イ デ オ ロ ギ ー

で あ る と さ れ る 。 知 識 人 は 、 こ の 支 配 的 イ デ オ

ロ ギ ー を 認 識 す る の に 失 敗 し 、 六 回 事 件 以 後 に

は 深 刻 な 「 失 語 疲 」 に 陥 っ た と さ れ る ・

著 者 は 直 接 明 言 し て い な い が 、 こ う し た 運 動

の 経 祥 は 、 日 本 の 学 生 運 動 か 「 生 活 保 守 主 義 」

の 中 に 消 え て い っ た の と 、 明 ら か な ア ナ ロ ジ ー が

あ る だ ろ う 。 中 国 に お け る 私 の 同 世 代 が 、 ( 文 1
9
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草
は
別
と
し
て
も
)
品

Z-運
動
の
歴
史
に
寄
せ
る
倶
線

の
冷
た
さ
に
も
.
似
た
出
切
実
か
あ
る
。

今
現
在
意
味
を
持
ち
え
る
論
点
は
、
左
翼
運
動
論

で
は
な
い
だ
ろ
う
・
そ
の
先
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な

の
が
、
次
の
「
改
革
」
と
い
う
住
桐
点
で
あ
る
.

3
.
改
革

ま
ず
‘
一
九
九
四
年
に
行
わ
れ
た
と
い
う
王
線
と
の

対
談
「
中
国
的
官
僚
病
の
将
来
」
を
見
て
み
よ
う
。
王

は
自
身
が
地
方
官
僚
の
出
自
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国

に
お
け
る
分
厚
い
官
僚
制
が
、
民
衆
に
対
し
高
圧
的

で
、
か
っ
緩
め
て
非
効
率
な
「
お
役
所
仕
事
」
に
明
け

暮
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
橋
爪
が
解
題
を
寄
せ

た
『
中
国
官
僚
天
国
』
と
い
う
著
作
が
、
日
本
で
も
出

版
さ
れ
て
い
る
・

か
つ
て
舌
鈴
鋭
く
、
中
国
に
お
け
る
非
効
率
な
官
僚

制
の
存
在
を
、
長
い
中
国
史
の
中
に
位
置
付
け
て
鈴
じ

た
王
は
、
こ
こ
で
は
「
官
僚
病
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
」

と
し
て
、
楽
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
・
著
書
の

中
で
も
王
は
、
改
革
の
推
進
と
は
す
な
わ
ち
市
易
経

済
化
で
あ
り
・
官
僚
の
既
得
倍
益
や
非
効
率
性
は
、

さ
ら
な
る
市
窃
化
で
改
善
さ
れ
る
は
ず
だ
と
述
べ
て

い
た
。
進
行
中
の
改
革
の
中
で
、
政
府
の
役
割
は
マ
ク
ロ

経
済
の
初
登
に
限
定
さ
れ
、
企
業
が
市
場
で
活
力
を

発
揮
博
す
る
余
地
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
う
.
官
僚
が
官

臓
を
捨
て
て
民
間
起
業
家
に
回
る
「
下
海
』
の
動
き
も

進
ん
で
い
る
し
、
市
場
を
下
支
え
す
る
法
制
の
整
備
も

進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
.

こ
れ
に
対
し
橋
爪
は
、
王
自
身
も
指
摘
す
る
、
行
政

の
効
率
化
の
遅
れ
、
お
よ
び
腐
敗
の
深
刻
化
を
取
り

上
げ
る
。
橋
爪
は
‘
王
の
シ
ナ
リ
オ
を
批
判
し
、
政
府

が
マ
ク
口
調
整
だ
け
で
は
な
く
、
規
制
・
桂
川
認
可
な
ど
の

権
限
を
ま
だ
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
腐
敗

が
進
戸
。
し
て
い
る

hFゼ
強
調
す
る
.

橋
爪
の
論
文
「
中
国
の
『
現
代
化
』
と
日
本
の
『
近
代

化
』
を
比
較
す
る
」
(
一
九
九
二
)
で
は
、
一
九
七
五
年

の
第
四
盟
主
人
代
か
ら
復
唱
さ
れ
始
め
た
『
四
つ
の
現

代
化
」
(
工
業
・
農
業
・
国
防
・
費
干
伎
術
}
と
、
八

0
年

代
の
日
本
の
制
度
改
革
止
を
比
較
し
て
い
る
。
行
政
改

革
・
税
制
改
革
・
政
治
改
革
・
そ
し
て
日
米
術
造
協
議

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
未
完
の
部
分
を
残
し
た
八

0

年
代
日
本
の
改
革
と
、
現
在
の
中
国
の
動
向
と
は
確

か
に
類
似
し
て
い
る
。

同
時
に
著
者
は
、
日
中
に
お
け
る
改
革
の
相
違
点
を

節
分
け
す
る
・
特
に
重
要
な
相
違
は
、
失
業
陶
題
と

農
村
関
車
、
あ
ろ
う
。
戦
後
日
本
の、

審
員
・
徴
用

工
な
ど
を
中
心
と
し
た
失
業
者
の
群
れ
は
、
筏
術
や

教
育
の
土
台
が
あ
っ
た
た
め
に
、
戦
A
F復
興
が
起
き
れ

ば
即
戦
力
と
し
て
再
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
.

し
か
し
中
国
に
お
け
る
農
民
に
は
、
そ
う
し
た
土
台

m

t
t
、。

合

M'h-b

ま
た
日
本
は
、
農
村
人
口
を
漸
進
的
に
墾

mへ
と
流

入
さ
せ
、
か
つ
彼
ら
の
雇
用
の
確
保
と
所
得
の
分
配
に

成
功
し
て
き
た
。
し
か
し
中
国
の
場
合
は
農
村
人
口
の

絶
対
数
が
多
過
ぎ
る
た
め
、
相
当
先
ま
で
農
村
を
農

村
の
ま
ま
維
持
す
る
必
要
か
あ
る
。

こ
う
し
た
目
端
点
ほ
、
ま
っ
た
く
異
な
る
歴
史
的
文
脈

の
中
か
ら
、
日
中
が
「
改
革
」
と
い
う
共
通
の
問
題
の
中

を
生
き
ぎ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
を
仲
間
き
出
し
て

い
る
・
こ
の
「
改
革
」
を
評
価
す
る
際
に
、
避
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
の
が
、
そ
れ
に
よ
る
「
格
差
」
の
絢
盤
と
い

う
問
題
で
あ
る
.
こ
の
点
に
、
日
本
と
中
国
の
同
時
代

償
か
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
よ
・
フ
に
思

-Z

4
.
絡
差

「
絡
差
」
と
い
う
論
点
は
、
上
記
三
つ
の
論
点
す
べ
て

に
関
係
し
、
現
在
の
両
国
の
最
重
要
課
事
、
あ
る
。
本

書
の
中
で
最
も
大
き
な
分
量
を
与
え
ら
れ
て
い
る
、

，ty
v
g
ν
 

籾
鞍
鋼
(
社
会
μ云
さ
と
の
対
談
も
、
主
な
議
題
は
こ

の
点
に
な
っ
て
い
る
。
崎
明
は
、
本
書
の
登
湯
人
物
の
中
で
、

中
国
国
内
で
比
較
的
広
く
知
ら
れ
て
い
る
.
ほ
ぽ
唯

一
の
人
物
で
あ
ろ
う
.

胡
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
経
済
成
長
率
は
、
一
九
九
五

年
か
ら
ニ

O
O
O年
の
問
、
年
平
均
八
.
二
%
の
伸

び
を
見
せ
た
・
こ
れ
に
対
し
・
就
業
人
口
の
伸
び
は
‘

年
平
鈎
一
・
二
%
と
緩
め
て
低
顎
、
あ
る
・
特
に
、
古

く
か
ら
の
工
業
団
地
が
集
中
し
て
い
た
東
北
地
方
の

失
業
が
深
刻
で
あ
る
.

し
か
し
中
国
に
お
け
る
「
絡
差
」
問
題
は
、
何
よ
り
も

農
村
の
問
題
で
あ
る
・
都
市
に
は
大
量
の
・
農
村
か
ら

の
出
稼
ぎ
労
働
者
(
打
工
者
)
が
流
入
し
て
い
る
・
理

工
系
出
身
の
エ
リ
ー
ト
ら
し
く
、
胡
が
デ
ー
タ
か
ら
鎗

き
出
す
所
の
彼
ら
の
実
鰭
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
都
市
の
労
働
力
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
お

り
、
製
造
業
が
最
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
建
築
業
な

ど
が
続
く
・
年
齢
は
比
較
的
若
く
、
ほ
と
ん
ど
が
四

O
歳
以
下
で
あ
る
・
農
村
の
平
均
よ
り
ず
っ
と
教
育

程
廃
か
高
い
、
い
わ
ば
農
村
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
a

都
市

に
き
て
か
ら
す
で
に
、
率
均
す
る
と
六
・
五
年
が
経
過

し
て
い
る
。
そ
し
て
・
都
市
で
も
っ
と
も
‘
待
遇
の
一
患
い

労
働
の
地
位
に
あ
る
.

こ
う
し
た
大
量
の
出
総
ぎ
者
の
登
犠
の
背
景
と
な
っ

て
い
る
‘
農
村
の
疲
弊
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
農
村

の
都
市
化
の
推
進
と
、
農
民
の
非
農
業
人
口
へ
の
転
換

し
か
な
い
と
胡
は
言
う
・
彼
は
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
て

い
る
著
書
『
か
く
て
中
国
は
ア
メ
リ
カ
を
透
い
抜
く
』
の

中
で
も
‘
農
民
の
都
市
へ
の
移
住
を
厳
し
く
制
限
し
て

い
る
戸
籍
制
度
を
廃
止
す
・
9
』
と
、
お
よ
び
都
市
で
の

雇
用
創
出
の
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
中
、
官
』
し
た

非
正
規
雇
用
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
慢
し
て
い
る
・

胡
の
鑓
唱
か
ら
は
、
激
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
を
遂

げ
つ
つ
あ
る
中
国
の
抱
え
る
困
難
さ
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
と
り
わ
け
.
日
本
で
言
え
ば
聞
に
数
十
年
を

挟
む
よ
う
な
、
ま
っ
た
く
異
な
る
時
代
区
分
に
属
す

る
問
題
が
、
現
存
L
お
い
て
同
時
に
発
生
し
て
い
る
の

で
あ
る
・
た
と
え
ば
、
電
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
建
訟

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
上
ゼ
初
め
と
す
る
新
産
業
の
活
用

で
あ
り
‘
あ
る
い
は
・
農
村
か
ら
の
労
働
力
の
流
入
と
、

日
本
で
「
フ
リ
ー
ク

l
」
と
呼
ば
れ
そ
+
ヲ
な
非
正
規

庖
周
の
活
用
の
問
題
で
あ
る
・

結
-
社
会
涜
動
化
と
監
視
社
会

以
上
、
本
書
で
概
活
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
現
代

中
国
の
抱
え
る
社
会
問
題
を
ざ
つ
く
り
と
麓
理
し
て

み
た
・
私
は
中
国
の
専
門
家
で
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、

最
後
に
・
著
者
よ
り
若
い
世
代
か
ら
見
た
視
点
を
い

く
つ
か
掴
提
示
し
た
い
.

第
一
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
非
正
規
雇
用
の
増
大

が
.
日
本
で
は
「
問
題
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
(
中

園
都
市
御
に
お
け
る
打
工
者
の
仕
事
は
‘
日
本
で
フ
リ

ー
タ
ー
が
岡
田
っ
て
い
る
も
の
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
)
、

胡
ら
の
発
言
に
お
い
て
は
、
失
業
の
解
決
策
と
し
て
宵

定
的
に
怜
じ
ら
れ
て
い
る
』
吾
、

日
本
に
お
け
る
フ
リ

1
タ
l
局
は
、
正
社
員
に
手
厚

い
福
利
厚
生
を
行
き
護
ら
せ
る
『
日
本
的
経
営
」
が
、

回
見
世
代
の
年
齢
上
昇
に
と
も
な
い
維
持
不
可
能
に

な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
タ
イ
ミ
ン
グ
の
中
で
、
そ
れ
で

も
押
し
寄
せ
る
景
気
変
動
か
ら
正
規
雇
用
を
守
る
緩

衝
待
(
バ
ッ
フ
ァ
}
と
し
て
、
意
図
的
に
明
大
が
目
指
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
同
時
に
、
第
一
次

l
第
二
次

l
第
三
次

と
い
う
、
単
線
的
な
産
業
進
化
持
い
裏
打
ち
さ
れ
た
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
対
す
る
認
織
の
見
鋲
り
が
あ
っ
た
・

英
語
圏
の
社
会
学
で
.
す
で
に
八

0
年
代
半
ば
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
単
な
る

「
産
業
の
高
度
化
」
で
も
「
宣
ネ
化
」
で
も
な
く
・
シ
ョ

ッ
プ
底
員
の
よ
う
な
、
新
し
い
形
の
非
熟
練
・
不
安
定

雇
用
の
労
働
H
「
袋
小
路
職
つ
ア
ツ
ド
エ
ン
ド
ジ
ョ
ブ
ご

を
社
会
の
中
に
明
大
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
観
戦
鋼
が
農
村
問
題
の
解
決
と

し
て
強
調
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
進
展
や
・
非
正
規

雇
用
の
鉱
大
は
、
弥
絡
策
に
過
さ
な
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
今
現
在
、
農
村
か
ら
の
出
緩
ぎ
者
は
、
農
村
に

留
ま
る
よ
り
も
マ
シ
だ
と
い
う
一
点
で
、
纏
め
て
劣
悪

な
都
市
で
の
労
働
に
従
事
し
て
い
る
・
し
か
し
、
彼
ら

が
自
分
の
境
遇
を
考
え
る
際
の
芸
達
(
「
準
処
集
団
」
)

は
早
晩
、
農
村
で
は
な
く
都
市
の
隣
人
た
ち
に
移
行

す
る
だ
'
?
ヲ
.
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さ
ら
に
、
「
都
市
で
儲
け
る
」
と
い
う
後
ら
の
唯
一
の

希
望
が
、
消
滅
し
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
も

典
型
的
に
は
、
不
況
に
な
っ
た
吟
で
あ
る
。
中
国
の
歴

史
は
ほ
ぼ
す
ベ
て
、
農
民
の
動
き
を
発
錦
と
し
て
き
た
。

現
在
す
で
に
散
発
し
て
い
る
地
方
の
農
民
反
乱
は
‘
当

地
の
役
人
の
腐
敗
に
矛
先
を
向
け
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
都
合
の
良
い
低
賃
金
労
働
力
」
と
し
て
調
達
さ
れ
て

い
く
こ
と
へ
の
不
満
が
縫
同
情
し
て
い
け
ば
、
反
乱
か
面

と
し
て
連
続
し
て
い
〈
可
能
性
は
な
い
か
.
日
本
で
は
.

こ
う
し
た
調
達
の
や
り
口
に
当
事
者
た
ち
の
大
半
が

す
で
に
「
気
付
い
て
」
い
る
が
‘
そ
の
副
作
用
は
、
中
国

に
お
い
て
比
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
か
も
し
れ

な
勺第

二
に
、
市
場
経
済
化
の
進
行
は
、
社
会
の
上
層
部

と
下
層
部
に
・
ま
っ
た
く
対
短
的
な
帰
結
を
も
た
ら

す
.
非
正
規
雇
用
の
治
大
は
、
金
融
や
文
化
産
業
に

お
け
る
ご
く
一
部
の
上
澄
み
の
よ
う
な
成
功
者
と
、

圧
倒
的
多
薮
の
下
降
移
動
層
を
生
む
.
七

O
隼
代
以

来
の
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
も
そ
う
だ
っ
た
a

日
本

の
「
格
差
談
義
」
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
雇
用
の
非

正
規
化
を
画
一
的
に
、
上
昇
/
下
降
、
善
/
悪
の
い

ず
れ
か
で
評
価
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
間
違
P
の
一
羽
た

と田
V
ヲ
.

第
三
に
、
こ
う
し
た
変
動
は
す
べ
て
、

「開
発
主
義
」

を
係
用
し
て
き
た
社
品
有
問
『
改
革
」
を
低
み
る
こ
と

か
ら
生
じ
て
い
る
。
「
開
発
主
義
」
が
、
民
衆
の
意
図
と

講
師
附
し
た
「
行
政
の
フ
リ

l
ハ
ン
ド
」
を
も
っ
て
‘
傾
斜

的
に
国
家
役
資
を
分
配
す
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
・
そ

こ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
「
改
革
」
も
ま
た
、
や
は
り

「
行
政
の
フ
リ
1
ハ
ン
ド
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

そ
の
結
皐
本
-
じ
る
の
は
、
政
治
に
自
ら
の
意
図
を
関

与
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
人
々
の
意
志
の
弱
包
で
あ
る
・

経
済
的
な
好
調
を
続
け
る
中
国
に
お
い
て
は
「
経
済
成

長
の
疎
と
、
政
治
的
無
力
成
』
の
出
島
」
と
で
も
表
現
す
べ

き
事
態
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
・
自
由
化
は
確
か
に
、
チ

ャ
ン
ス
を
広
げ
る
側
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
々
が
自

発
的
に
選
び
取
っ
た
の
で
は
な
く
、
上
か
ら
推
進
さ
れ

る
社
会
変
動
の
結
果
で
あ
る
.

第
四
に
、
だ
と
す
れ
ば
、
い
ま
だ
実
質
的
な
言
論
統

制
を
行
っ
て
い
る
中
国
で
は
、
民
島
県
の
意
事
と
上
か
ら

の
仕
会
変
動
と
の
札
畿
は
、
日
本
の
そ
れ
よ
り
潜
在

的
に
大
き
い
か
も
し
れ
な
い
.

こ
れ
は
、
宮
ム
ロ
真
司
に
始
ま
り
、
鈴
木
謙
介
、
ま
た

問
綾
的
に
は
烹
浩
紀
な
ど
を
含
む
、
比
較
的
若
い
世

代
の
論
者
た
ち
が
指
摘
す
る
、
『
監
視
社
会
」
と
い
う

睦
曹
長
導
く
事
態
と
言
え
る
.
つ
ま
り
、
一
鑓
り
の
エ

リ
ー
ト
が
、
一
般
人
に
は
見
え
な
い
車
、
社
会
制
度

を
設
計
し
、
大
多
数
の
人
々
は
そ
の
上
を
無
自
覚
に

雪
c
回
る
存
在
と
な
る
よ
う
な
整
胃
で
あ
る
。
こ
う

白
川
凹
切

J

{

分
節
化
}

し
た
動
向
自
体
の
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
・
府

制
度
設
計
の
で
き
る
エ
リ
ー
ト
が
い
な
け
れ
ば
、
困
る

の
も
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
(
中
国
の
エ
リ
ー
ト
層
は
す

で
に
理
工
系
出
身
者
が
主
に
な
っ
て
い
る
)
@
し
か
し
確

か
な
の
は
、
中
国
も
そ
の
果
実
を
利
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
新
し
い
情
報
芦
孟
揮
の
登

場
は
、
こ
う
し
た
設
計
者
虫
歯
を
担
唱
え
た
形
で
の
民

衆
の
意
思
表
示
を
可
能
に
し
、
机
畿
を
生
み
か
ね
な

い
こ
と
だ
。

日
本
で
は
、
か
つ
て
の
開
発
主
義
の
過
大
な
成
功
が
、

む
し
ろ
改
革
の
遅
れ
と
ミ
ク
ロ
な
既
得
権
益
の
強
固
な

残
存
を
も
た
ら
し
た
こ
止
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
拙

茸
不
安
安
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
岱
(
洋
泉
佐
・
新
書

y)
で
は
、
こ
の
点
差
強
調
し
つ
つ
、
緯
国
・
中
固
と
日
本

の
事
例
と
の
比
較
倹
討
を
試
み
た
・
し
か
し
中
国
の
事

例
そ
れ
自
体
に
着
目
す
れ
ば
む
し
ろ
.
不
透
明
な
決

定
機
僑
と
し
て
の
政
権
が
‘
一
方
的
な
綾
計
に
よ
る

改
革
を
行
お
う
と
す
る
、
監
視
社
会
化
の
薄
気
味
悪

さ
を
伴
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な
の
は
、
中
国
と
日
本
と
の
差

異
に
敏
感
で
あ
り
つ
つ
、
両
者
の
問
に
懇
意
的
な
優
劣

を
つ
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
両
者
が
『
ま
っ
た
く
似
て
い

な
い
」
か
ら
こ
そ
、
互
い
を
照
ら
し
返
し
、
合
わ
せ
鏡

と
し
て
考
え
る
こ
と
。
そ
う
し
た
塁
考
の
方
向
性
を
、

本
書
ほ
抽
伊
し
示
し
て
い
る
よ
・
ヲ
に
思
・
ヲ
。

言
葉
に
よ
っ
て
世
界
は
区
切
S
れ
て
い
る
!

品テ
l
マ

は

こ

う

諾

う

れ

る

!

引

剖

』

割

引

制

引

4，

日
本
人
は
ふ
つ
う
.
世
界
が
『
山
」
や
「
水
」
や
「
ナ
イ
7
」
や
「
犬
」
や
:
・
か
も
で
き
品
が
勺
て
い
る
.
と
信
じ
て
い
る
.

し
か
し
.
そ
れ
は
.
日
本
田
帽
を
使
う
か
ら
そ
う
見
え
る
.
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
ら
し
い
.
英
語
だ
と
か
.
ほ
か
の
書
語
を
使
っ

て
生
き
て
み
る
と
・
世
界
は
別
な
ふ
う
に
区
分
さ
れ
・
体
験
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
・
つ
ま
り
・
世
界
の
品
り
方
は
・
君
臨
聞
と

鰻
聞
係
で
な
く
ど
う
し
て
4
苫
阻
聞
に
依
存
し
て
し
ま
う
の
で
品
る
・
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
・
君
語
と
照
関
係
に
・
世
界
は
は
じ
め
か

ら
闇
今
の
事
物
{
昔
話
の
指
示
対
果
}
に
区
分
さ
れ
て
い
る
色
の
・
と
思
い
こ
品
が
ち
だ
・
と
こ
ろ
が
・
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
で
-

Z
括
が
異
生
れ
ば
.
世
界
の
区
切
町
方
色
当
然
異
な
る
の
だ
.

(
繍
爪
大
三
郎
『
は
じ
め
て
の
間
遠
主
義
』

mHM社
)

⑮

f
 

@
 

4
 ・

・
「
圭
一
口
語
が
異
な
れ
ば
・
世
界
の
区
切
り
方
色
当
撚
異
な
る
」
と
一

は
.
ど
う
い
う
ζ
と
な
ん
だ
ろ
う
，
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
〈
考
え
一

る
た
め
に
.
妊
を
例
に
と
ヲ
て
み
よ
う
.
「
虹
の
色
の
散
は
い
〈
一

つ
'
」
と
聞
か
れ
れ
ば
・
た
い
て
い
の
人
は
「
セ
つ
」
と
答
え
る
b
・
一

し
か
し
‘
そ
れ
は
日
本
で
の
括
.
世
界
の
他
の
他
堵
で
は
.
虹
の
色
一

を
「
六
色
」
だ
と
考
え
る
人
也
い
れ
ば.• 

「
三
色
」
だ
と
考
え
て
い
一

奇

人

島

い

る

告

し

い

.

}

で
は
、
一
体
.
虹
の
色
は
い
く
つ
と
き
う
の
が
疋
し
い
の
ど
ろ
う
-

か
・・・

と
考
え
て
み
る
と
.
ど
れ
が
正
し
い
と
は
君
え
な
い
と
h
か
-

る
の
で
は
な
い
か
な
，
実
は
・
私
た
ち
日
本
人
が
「
恒
は
七
色
だ
」
一

と
考
え
る
の
は
.
弘
た
ち
が
紅
を
七
色
に
且
背
け
て
と
告
え
て
い
る
か
一

告
で
晶
り
‘
「
虹
は
六
色
」
と
い
う
地
明
の
人
は
、
虹
を
六
色
に
分
一
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， ， 

け
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
ζ

と
な
ん
だ
.
つ
ま
り
.
民
院
や
さ
葉

が
変
b
れ
ば
.
妊
の
色
の
分
け
方
も
実
は
っ
て
く
る
と
い
う
h
け
な

ん
だ
ね
・

おまけ

目本人 (8'司郎の見方で11をItると

7~に怨る.
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